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宮崎県高千穂町に発見された下部三甦系

神戸信和菅 齋藤正次菅

T：he　Llower　Triassic：Discovered　in　the　Takachiho　DistricもMiyazaki　Prefect皿e

By
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Abstract

　　　　This　dis｛rict　lies　in　the　Pa．leozoic　terr3in　tra》ersing　the　central　part　of　Ky丘shU

Island，　Triassic　fossils　of　pelecypods　and　an　ammonite　are　newly　found　from　a　small

outcrop　of　limestone，which　stand忌close　by　a　large　bed　of　Permian　fusulinid－limestone　and

apPearsasif＆part・fthebed．Thepelecyp・ds・btainedarealm・stthesameinsp蕊ies
with「those　ohh『e　fauna　which　is　reported　from　the　Iくurotaki　Ii皿estone　in　Shikokh　Island，

and・is　assigned　as　Skytic　in　age．　The　structural　relation，between　the　Triassic　Qutcrop　and

the　nearbyマeてmian　rocks　is　not　yet　clear．

　5万分の1地質図幅「三田井」の調査によつてその地

域内に三畳系が存在することがわかつたので・とりあえ

ず報告する。位置は九州中央部の宮崎県西臼杵郡高千穂
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串地質部

町（最近の町村合併以前は岩戸村）地内である。

　三田井図幅は未出版であるが，この地方の地質に関し

ては筆者らがききに発表したことがある5）。本文に関係

ある地区の地質図を掲げておく。この地方には外帯の古

生界が広く分布し，そρ北には祖母山を構成するおそら

く新第三紀に属する火山岩があり，この境および古生界

地帯内には同じく新第三紀と思われる花嵩斑岩が岩脈を

なしている。またこの地方の谷間は阿蘇火山から噴出し

た熔結凝灰岩などで満たされている。古生界には石灰岩

があり，そのうちにはすでに報告されているように1）3）5）

6）紡錘虫化石を含むものがある。間題の三畳系は石灰岩

からなり，上記の古生界の紡錘虫石灰岩の1つに接して

あたかもその一部であるかのようにみえる。．

　天岩戸神社があることで有名な岩戸部落の北西方の谷
　　かむら
間に上村部落があり，その谷のきらに上流700mほどの

地点の北東側に，石灰岩からなる高さ4～5m，延長未

詳の露頭がある。この石灰岩は灰白色を呈し・堅硬璽緻

密で，方解石脈に富む。露頭面には二株貝化石が重なり

合つている断面が観察される。これから採取した標本か

ら，神戸はきしあたり次のような貝化石5種と菊石1個

とを鑑定している。

　E躍π07ρho廊5cfr，〃z％1あノbプηz∫5（BITTNER）var．

．』“Eπ孟oあ％刀z”c｛r．425‘髭85　（v．　SσHI・OTH）
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／

　　　　　　　　　　　　　　　　地質調査所月報．

　cfr．」Plβ％70n8‘∫漉5sp．

　Gθ7η∫ll8∫αcfL　8諾ρ07プe‘如　ぐLEレs．）一

　ハη・4・撹・ρh蜘cfr，6αnα1εn5ガ5CA威

　Ammonite　gen．et．sp．indet．

　これらの化石は，菊石を除けば，四国の高知県黒滝の

石灰岩から産する下部三畳系の化石群4）にほ穿同定きれ，

またE㈱・7ρh・痂cfr！窺％1オ蜘プ痂5（BITTNER）vaL，

且no40撹opho7αcfr．oαπα18n5♂5（⊇AT。を含むことは関

東山地の山中地溝帯の塩沢石灰岩の化石群2）7）8）と似て

いる。この上村の露頭で代表される下部三畳系を上村層

と呼ぶこ．とにする。

　この露頭の周辺には，露頭の石灰岩とは性質を異にし，

暗灰色でや、泥質を帯び，かつ概して脆い石灰岩からな

る転石が多歎散在している．この転石は，紡錘虫化石

！〉8050h別49θ7初αおよびy訪6初αを含み，二畳系の

ものである。この地点附近で谷を横断して東北東から西
　　　　　　つづら
南西に走り，黒葛原から広木野にわたつて延長約16km

の間追跡きれる犀大な石灰岩層があり，今画の調査にお

・いても．・また・かつての報告1）によつても・この石灰岩

層は紡錘虫化石を含むことが知られているδ上述の転石

はこの石灰岩層から崩落してきたものである。この二畳

系の石灰岩層と上村層の石灰岩露頭との関係はまだよく

わかつていない。また上村層についてもこの露頭以外に

は，たとえば分布，構成岩類，囲りの古生界との関係は

明らかでない。．

　上村層の化石の同定に際しては，東京大学の小林貞一

教授の御教示と東京教育大学出身の矢部之男学士の御鑑

察とを賜わつている。また二畳糸の紡錘虫化石の同定は，

地質調査所の礒見博技官にお願いした。以上記して深く

御礼申し上げる。　（昭和28年調査）

　追記：．　本文の脱稿後，昭和32年に現地を再踏査

する機会があった。その結果によると，上村の北東に隣

接する谷（皿糸と呼ばれる部落のある谷）に沿って新設

きれた自，動車道路の切割りにも，紡錘虫石灰岩層に伴な

って貝化石を含む石灰岩がよく露出していることがわか

った。そして，貝化石石灰岩は紡錘虫石灰岩層の北側，

、（第8．巻　第10号）

見掛上の直上位を占めていて，この間には木整合も断層

も認められない。

　なお・本文の挿図で上村層が古生界石灰岩層の南側に，

位置鎚ことになっている餌謝であり・欄を占め

るのが正しい。
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